執筆者一覧 by 北翔大学北方圏学術情報センター舞台芸術研究プロジェクト
執筆者一覧
著者 北翔大学北方圏学術情報センター舞台芸術研究プロ
ジェクト
雑誌名 Probe : 舞台芸術通信
巻 5
ページ 60-62
発行年 2011
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001214/
60　　執筆者一覧
執筆者一覧（本誌掲載順）本山節彌（もとやま・せつや
一九三〇年、朝鮮京城（現韓国・ソウル）生まれ。北海道大学工学部冶金工学科卒業。札幌の静修高、啓北商定時制・開成高で理科や数学を教えるかたわら、演劇部の指導に没入。 「オホーツクの すっこ」 「水仙月の四日」 「大きな木」の三本（作・演出）で全国優勝。札幌の劇団「青 会」と「森の会」で座付き作家、もっぱら北海道に根ざした脚本を書 続ける （演出も） 。 「オホーツクの女」は「青の会」旗揚げ公演として、一九六六年に発表。北海道文化賞・札幌芸術賞受賞。
鈴木喜三夫（すずき・きみお）
一九三一年札幌生まれ。東京・玉川大学教育学科中退の後、ＮＨＫ東京などでライターになる。五九年、専門劇団「さっぽろ」を創設。代表・演劇研究所々長を歴任のあと、八六年退団、フリーの演出家となり、〇九年「座・れら」結成。主な演出作品は『トタンの穴は星のよう』 『ラヴ』 『森は生きている』 『氷点』 『アンネ・フランク三部作』 饑餓海峡』 『セロ弾きのゴーシュ』『空の記憶』など。北海道文化奨励賞、文化賞受賞。〇四年に『北海道演劇１９４５|２０００』 （北海道新聞社刊）を上梓。
菅村敬次郎（すがむら・けいじろう）
札幌啓成・札幌藻岩・札幌開成など 高校演劇部顧問として北海道に生きる若者を主題にオリジナル脚本を執筆し続けてきた。全国高等学校演劇コンクール（昭和五五年）で最優秀賞、創作脚本賞を受賞。
56年
度、北海道芸術新賞に選出された。平成
11
年、戯曲集「あしたは天気」を出版。同書は北海道図書館協会選「北海道青少年のための推薦図書」に加えられている。平成
15
年、演劇工房「森の会」と札幌国際大学人文学部・現代文化学科・表現芸術コースの学生による「音楽舞踏劇 イゼルギリ婆さん」を演出し、ロシア・ユジノサハリンスクで公演、好評を得た。平成
18年度札幌芸
術賞受賞。
山根義昭（やまね・よしあき）
一九三七年生まれ 一九六三年、劇団新場に入団。俳優・演出のかたわら 北海道演劇集団副理事長、教文 劇セミナー専任講師、北の元気舞台選考委員等を歴任。俳優として 仕事は「森は生きている」 「この武器を敵にわたすな」 「おりん口伝」 「イルクーツク物語」 「霰 オホーツクの女」 「からゆきさん」 「2001年～夕張」 「父と暮らせば」 「フユヒコ 。演出としての仕事は「流氷の海に女工節が聴こえる」 「放浪記」「授業」 「木 花咲く」 「霰」 「江別あだ花六軒町」 「ゴジラ」 「岬を駆ける女」 「宮城野」 「キネマの天地」 「ら抜きの殺意」 「高き彼物 。
松井哲朗（まつい・てつろう）
演劇愛好者。演劇随想個人誌・季刊『続・観劇片々』発行。年金生活者。深川市在住。
加藤浩嗣（かとう・ひろ ぐ）
北海道新聞記者一九六五年釧路市生まれ。早稲田大学政治経済学部卒業。大学時代に大野一雄や状況劇場、第三舞台、転形劇場、夢の遊眠社などを観て、 芸術の魅力に目覚める。二〇〇〇年九月から〇四年六月 で 北海
道新聞文化部在任中、演劇評や映画評を執筆。ダンスなども含む年間最多観劇数（映画を除く）は〇三年の二百四十四本（同一演目の複数観劇含む） 。現在も年間百二十本程度 観劇を続け、 劇評ブログ「シアターホリック（演劇病）
http://theater-holic.
seesaa.net/ 」主宰。
小室明子（こむろ・あきこ）
コンカリーニョ演劇プログラムディレクター一九七四年生まれ。札幌市出身。大学在学中に演劇と出会う。大学卒業後、タウン情報誌ステージガイド、イエローページの編集者などを経て上京。フリーのライター・エディター 生業にしつつ 劇団の制作などを手がける。〇七年 月より札幌へ戻り、NPO法人コンカリーニョに勤務幌演劇の活性化、演劇人の実力の向上を願い、他地域の劇団等との交流企画や演劇祭、在札劇団の道外公演のプロデュ スなどを行って る。また、〇九年、市内 民間劇場スタッフや舞台スタッフら ともに「札幌演劇情報ネットワーク〈sp
i
n〉 」を
発足。事務局員として 創作環境の環境整備や情報発信ツール作りな 模索している。
平田修二（ひらた・しゅうじ）
一九四七年神奈川県生まれ、一九七五年北海道大学理学研究科修士課程修了。同年に、演劇鑑賞会北座（当時の名称は札 労演）事務局次長に就任、九六年 で事務局長、理 長を歴任。九六年北海道演劇財団設立と同時に事務局 。 八 以降のTP
S
全作品をはじめ、多くの演劇公
演 プロデューサー 務めている
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藤村智子（ふじむら・ともこ）
北海道文化財団コーディネーター二〇〇六年三月まで札幌市芸術文化財団に勤務。札幌芸術の森美術館副館長、札幌市教育文化会館事業課長を経て、〇六年五月から北海道文化財団勤務。北海道演劇財団評議委員、 NPO法人コンカリーニョ理事。
安念優子（あんねん・ゆうこ）
一九五二年留辺蕊町で生まれる。江別高校で演劇と出会う。一九八一年夫と小劇場ドラマシアターどもを開くと共に、劇 ドラマシアターどもを旗揚げする。劇団での役割は、役者と制作。ライフワークは、平和をテー にした二人芝居？「ババ漫才」の出前公演。普段は喫茶ドラマシアターどもの店主（江別市二条二丁目七‐一・ドラマシアターどもⅣ）
飯塚優子（いいづか・ゆうこ）
アートコーディネータ レッドベリースタジオ主宰スクリプター、コピーライターを経て、4丁目プラザ企画宣伝部入社。 4
 プラホール、
駅裏八号倉庫を通じてア トスペースの運営や地域演劇のマネジメントに携わる。また札幌市の芸術文化施設建設に関する市民提言団体・
S
TPや、北海道演劇財団設
立にいたる市民活動などの事務局を担当した。現在は私設空間の運営を通じて、演劇や文化全般を地域社会に生かすことを模索している 北海道教育大学、札幌学院大学非常勤講師
和田研一（わだ・けんいち）
演劇専用小劇場BLO
C
H／スタジオウノ代表
二〇〇〇年に閉館し 札幌で唯一の演劇専
門劇場「ルネッサンス・マリアテアトロ」の元マネージャー。 「マリアテ トロ」は本多劇場グループの一つとして「本多小劇場」の名前で一九八六年に開場。現在手掛けている「BLO
C
H」もまた本多劇場と
提携しており、地元劇団の公演以外にも、札幌・東京の作品の各種プロデュース公演も行っている。
五ノ井浩（ごのい・ひろし）
㈱ほりぞんとあーと音響主任。帯広市出身。平成元年入社。以降、舞台・イベント等の音響オペレータ ・プランナーを務める。現在、日本音響家協会北海道支部事 局長
鈴木静悟（すずき・せいご）
舞台照明家一九七六年、舞台照明家新村訓平氏に弟子入り。 舞台照明を学ぶ。 八二年、 ㈱ライズ （代表新村訓平氏、舞台照明を軸とする舞台スタッフの会社）の設立に参画。主 して演劇の照明を手掛けるも、九三年退社フリーとなり、現在に到る。現在、日本照明家協会会員、北劇空間映像美術協会会員。
藤原宏行（ふじわら・ひろゆき）
美容専門学校卒業後サロン等で経験を積みC
OUP
E
 d
e
 K
UNI入社
メイク部門にて各TV局、スチール撮影、C
M
 舞台等のヘアメイクを担当、原田玄メ
イクアップアカデミーでメイクを学ぶ。二〇〇五年フランス 留学パ コレクション等を経験し二〇〇七年帰国、現在フリランスとしてTV、
C
M、スチール撮影、
舞台等、幅広く活躍中。
舞台芸術研究プロジェクト研究員森一生（もり・かずなり）
北翔大学非常勤講師札幌静修高等学校演劇部顧問就任（昭和四二年）以来、長年にわたし高校演劇指導に尽力し、同校を二度の全国優勝にまで導いた。全国アマチュア演劇協議会の創作脚本賞を受賞するなど、高校演劇の中心的存在として活躍してきた。札幌市文化奨励賞・北海道文化奨励賞受賞。
村松幹男（むらまつ・みきお）
北翔大学生涯学習システム学部教授北海道北見市生まれ。高校時代より演劇をはじめ、北 のサークル「劇団アトリエ」を経て、 大学在学中の一九八三年に「デパートメントシアター・アレフ」の旗揚げ 参加。全
17作品に役者として参加。アレフ終
了後（九〇年） 、 九二年に「The
a
ter ・
ラグ・２０３」旗揚げ。代表。劇作、演出、役者。
田光子（チョン・クワンジャ）
北翔大学短期大学部准教授札幌市生まれ。在日韓国人。幼少時代にバレエ、日本舞踊、韓国舞踊を習う。大学では英文学を専攻し シェイクスピア劇に関心を持つ。韓国・ソウル梨花女子大学大学院では韓国舞踊 実践・理論面において学び、重要無形 化財である金千興・李梅芳および梨花女子大学元教授の金梅子に師事。現在は北翔舞台芸術 舞踊芸術、身体表現などを担当している。
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大林のり子（おおばやし・のりこ）
北翔大学生涯学習システム学部准教授演劇学・演劇史。大阪大学大学院にて演劇学専攻。主に二十世紀初頭の上演や舞台美術について、歴史的読み直しを試みている。近年のテーマは、ヨーロッパ演劇 アメリカ移入に関わった演出家および興行主、パトロンの人的・文化的交流と異文化移入の問題。また、劇場スタッフの育成に関する歴史や現状の調査研究も進めている
岡元眞理子（おかもと・まりこ）
北翔大学生涯学習システム 部教授声楽家、ハンブルク・グーストナハト市など国内外リサイタル
12回開催、中国瀋陽国
際音楽祭、昌信大学演奏会、スウェーデン・ルント大学演奏会など、世界
18ヶ国
30ヶ所で演奏をしている。ARD（ドイツ）
AB
C
（オーストラリア）放送など国内外
出演多数。教育活動として、ウィーン少年合唱団との夏休み合宿と合同演奏会・指導も行った。ゲーテ「野ばら」の歌唱研究など。北海道二期会会員、北海道国際音楽交流会会員、日本声楽発声学会会員、日本生涯学習教育学会会員、札幌音楽協議会会員、北広島音楽協議 長。
森井綾（もりい・りょう）
北翔大学生 システム学部准教授一九八八年北海道教育大学札幌分校卒業以降フリーでデザイン業・デザインコンテンツを中心にディレクターを営む。九五年㈱アドビデオ北海道入社。二〇〇〇年四月㈱アドビデオ北海道退職。〇六年から 本学専任講師。〇九年から現職。
金田一仁志（きんだいち・ひとし）
日本俳優連合（西田敏行理事長）所属。日本演劇教育 盟全国委員。一九九五年、ロシア国内三劇場で、初の海外公演を成功させている。北海道教育大学、藤女子大学非常勤講師。九〇年札幌市民芸術祭奨励賞、九八年市民文化賞受賞。二〇〇〇年東京都フェスティバル（戯曲部門）全国ベストエイト入選。北海道新聞夕刊のコラム「舞台裏から」執筆は六年を記録。昨年合同会社パクス（平和、争わな 、の意）を設立。後進の指導に力を注いで
永田靖（ながた・やすし）
大阪大学文学研究科教授（演劇学）近現代演劇史、演劇論。近年はヨーロッパ近現代演劇のアジア諸国での相互の影響関係の研究を通して演劇史の弾力的な刷新と理論構築を試みている。また日本 地域演劇における公共圏と演劇性の関係にも注目している。ロシア・モダニズム 、近代演技論、演劇史学などについて 論文多数。
堀田充規（ほりた・あつみ）
大阪芸術大学准教授大阪芸術大学舞台芸術学科舞台制作専攻卒業、田中照三、板阪普治に師事、舞台美術デザインを学ぶ。在学中に舞台テレビ美術家協会主催のデザインコンペ 入選 卒業後研究室に勤務、専任講師となり現職に至る。舞台美術家協会西日本支部理事、二〇一一プラハ・カドリエンナーレ学生部門日本代表。
